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1) Shoo1in1がクラッチタンパク質であることを証明する Shootin1が成長円錐内において

アクチン繊維とL1-CAMの相互作用を介在し、クラッチ機能を発揮することで軸索が伸長する

ことを以下の３つの解析により示した。i：表面をL1-CAMで覆った直径約1μmのシリコンビー

ズを、ビーズ表面のL1-CAMと細胞膜に発現するL1-CAMとの相互作用を介して成長円錐上面に

接着させる。このとき、shootin1のクラッチ機能により、アクチン繊維の求心的流動から発

生する駆動力がL1-CAMを介してビーズに伝達されビーズが移動する。このビーズの移動速度

が神経細胞におけるshootin1の発現量に依存することを示し、shootin1がアクチン繊維の駆

動力をL1-CAMに伝達することを明らかにした。ii： L1－CAMと強く相互作用する細胞外基質

であるL1-CAM上、L1-CAMとの相互作用が弱いポリリジン上のそれぞれで神経細胞を培養し、L

1-CAMと細胞外基質との相互作用が強いときにshootin1の発現量依存的に神経突起が伸長す

ることを明らかにした。iii： shootin1とアクチン繊維の相互作用を阻害する優勢阻害型sh

ootin1を作成し、この変異型shootin1が神経突起の伸長を阻害することを明らかにした。 

2) Shootin1ノックアウトマウスを作成する。In vivoにおけるshootin1の機能を解析することを

目的とし、Shootin1ノックアウトマウスのホモノックアウトマウスを完成させた。      
※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
 

10. キーワード 
  (1)    神経科学                (2)    発生分化                  (3)  細胞骨格            
  (4)    軸索                     (5)    脳・神経                  (6)  細胞接着            
  (7)    細胞内局在制御           (8)    形態形成                              (裏面に続く) 
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T. Shimada Shootin1 Transmits Driving Force of F-actin-flow to 

 L1-CAM for Neurite Elongation. 
学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

Annual Meeting of American Society for 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


